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徳島県初記録のウミミズカメムシ　

林　正美 1・山田量崇 2・大原賢二 2

はじめに
　ウミミズカメムシ Speovelia maritima Esaki, 1929は，岩礁や礫浜，海蝕洞の礫間などに生息
する海岸性のミズカメムシ類である．本種は，1927年に和歌山県白浜町の海蝕洞から採集さ
れた標本に基づいて記載された（Esaki, 1929）．原記載以降，本種に関する知見はあまり知ら
れていなかったが，1954年に伊豆諸島（八丈島・御蔵島・三宅島）および相模海岸で発見さ
れた後（青木，1954），五島列島（宮本，1955），高知県宿毛市沖の島（青木，1958），島根
県浜田市（長見，1958），神奈川県鎌倉市（青木，1958）から相次いで報告された．その後，

図 1-2．ウミミズカメムシ成虫，♂（1）および♀（2）．スケールは 1 mm．
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図 3．採集地（徳島県美波町木岐白浜海岸）．矢印は海蝕洞．

図 4．ウミミズカメムシが見つかった海蝕洞．
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1980年に新潟県（日本野生生物研究センター，1981），1987年に岩手県（中村，2005）から
確認されている．また，最近では 2006年に島根県から 49年ぶりに再発見され（林，2007），
三重県からも報告された（矢崎・石田 ，2008）．このように，本種はこれまでに岩手県以南
の本州，四国，九州から見つかっているものの，局所的に分布する種であるといえ，その生
態は未だ解明されていない．四国においては，高知県から報告があるのみで，それ以外の記
録は全くなかった．
　林と大原は，徳島県立博物館の課題調査の一環として，これまでに海浜性や淡水性の半翅
類を中心とした調査を行ってきた（林・大原，2001；林ら，2003；大原・林，2004）．それら
の調査の過程で，本種についても徳島県南部を中心に県内各地の海岸で調査を行ってきたが，
2008年 3月に徳島県美波町で本県初記録ならびに四国 2例目となる本種を採集したのでここ
に報告する．

［調査地］図 6.
徳島県
鳴門市里浦町里浦大手海岸，2008年：3月 30日，2008年 10月 4日，2008年 10月 26日
松茂町豊久月見ヶ丘，2007年 12月 3日，2008年 9月 21日，2008年 10月 26日
徳島市川内町小松海岸，2008年 9月 20日，2008年 9月 21日
徳島市北沖洲マリンピア沖洲，2008年 10月 4日
徳島市大原町大神子海岸，2008年 3月 29日
徳島市大原町小神子海岸，2008年 3月 29日
阿南市那賀川町上福井（那賀川河口），2008年 3月 29日，2008年 10月 26日
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図 5．ウミミズカメムシが見つかった岩壁と地上部が接する高潮位線付近の磯．



×
×
×
×
××

××

×
●

6

林　正美・山田量崇・大原賢二

阿南市那賀川町淡島海岸，2008年 10月 26日
美波町田井ノ浜，2008年 3月 29日
美波町木岐白浜海岸，2008年 3月 29日

兵庫県
淡路市生穂佐野新島，2008年 3月 28日
淡路市大谷，2008年 3月 28日

[ 被検標本］
1♂（図 1），4♀♀（図 2），徳島県美波町木岐白浜海岸，2008年 3月 29日，林正美 & 山田
量崇 採集．

　本種の生息環境として，海蝕洞（青木，1954；林・久芳，1993；林・宮本，2005）や岩石
地帯の礫間（長見，1958；青木，1958；中村，2005；友国・林，2006；林，2007）などが知
られており，いずれも潮間帯から潮上部にかけての環境で見つかっている．徳島県でも同様
の環境から得られた（図 3, 4, 5）．採集地である白浜海岸は，美波町木岐に位置し木岐漁港と
比較的広域な砂浜に隣接する岩礁地帯からなる．本種が発見されたのは，岩礁地帯の干潮線
よりやや上部に位置する浅く小さな海蝕洞の石の下であった（図 3, 4）．それ以外にも，岩壁
と地上部が接する高潮位線付近の礫下（図 5）からも発見された．それらは直接海水がかか
る場所ではなく，礫の表面はやや乾燥しているものの礫の隙間や下は適度に湿った状態だっ
た．さらにトビムシやフナムシ，ヨコエビなどの小型の節足動物も多数確認できた．
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図 6．調査地．●は確認地，×は未確認地
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